
第４節　身体障害者福祉協会

　昭和２４年１２月２６日身体障害者福祉法が制定され、福祉行政が充実していく中で、羽合町身体障害者福祉協会の設立をみることとなる。設立当時の状況は、町史後編で述べられている。その後について、関連するその他の会も含めて述べてみたい。

（１）羽合町身体障害者福祉協会


　「完全参加と平等」をテーマとした昭和５６年の国際障害者年を契機に、障害者の福祉対策は大きく前進することになる。とりわけ、従来の救貧的・弱者保護的な認識から、障害者の個人的な問題としてでなく、社会全般にかかわる問題として考えられるようになってきた。

　こうしたなかにあって、身体障害者福祉協会も障害者自身の更生意欲の高揚、協会の組織強化を基本方針に、さまざまな事業に取り組むこととし、その内容は、福祉制度及びサービスの勉強会、福祉施設の視察研修、会員相互の親睦会、県・中部の福祉推進大会や体育大会への積極的参加であった。現在、会員数は２６９名となっている。

　羽合町で中部身体障害者体育大会が開催された折には、北溟中学校グラウンドを会場に、羽合町の会員も多数参加し、町民の応援を得て町ぐるみで大会を盛り上げた。

　また、スポーツ大会のなかでは、昭和６０年のわかとり大会（全国身体障害者スポーツ大会）で、三村菊子（田後）が水泳１００メートル自由形で、堂々第２位という好成績を収めた。


（２）肢体不自由児父母の会

　身体に障害を持つ子供たちの親の会、肢体不自由児父母の会は、昭和３９年に結成された。当時は、障害児にとって必要な療育・教育施設が県内にほとんどなく、やむなく家庭で生活している実情だった。

　そうした状況のなかで父母の会は、県及び郡の父母の会と常に連携をとり、障害児に関する福祉情報の収集や、不十分な施策に対して要求を行っていくという活動を主としていた。


　昭和５０年代に入ると、子供の成長・親の高齢化を理由に脱退する会員もあったが、その後の新会員の加入により、昭和５９年、会則をつくり、役員、事務局とも新体制で再出発した。再出発後の活動は、できるだけ子供たちを社会に参加させることが主体となり、中部地区の療育キャンプに参加したり、独自に交流遠足等を実施してきた。

　この会の運営は、町及び社会福祉協議会補助金、会費等で賄われている。現在の会員は７世帯、１４名。肢体不自由児のみでなく、広く障害児を抱え、療育・教育、就職と、その成長過程で直面する問題に取り組む親たちの会となっている。

（３）精神薄弱者育成会（はまなす会）

　精神薄弱者の福祉対策は、昭和３５年に精神薄弱者福祉法が制定されるまで皆無に等しい状況であった。同法の制定により、翌年に実態調査が実施された。この調査時点で羽合町の精神薄弱者は２０名という統計がでている。このころ、羽合でも精神薄弱者育成会がつくられたが、当時はまだ家族自身や周囲の閉鎖的な意識のため、会員は極めて少なく活動も細々としたものだった。

　昭和４１年、当時の故島町長が風雨に負けず、その根をしっかり張って花を咲かせるハマナスから、この会を「はまなす会」と命名。会則をつくり、会の基盤を固めていった。

　現在、会員は１７名。町及び社会福祉協議会補助金、会費等で運営されている。


　他町村の育成会と同じく、会員の高齢化という課題を抱えているが、これまでは、県・中部育成会行事への参加がほとんどだった。近年では、施設の帰省期間中に「親子のつどい」を開いて、親と子とボランティアも交じえた触れ合いの機会を設けるなど、独自の事業を計画し、会の活性化を図っている。

